
３４２０１
情報資源組織論 

Organizational Theory of Information Resources 家  淳⼀ 専門 2 選択 1・2前期

印刷資料・非印刷資料・電⼦資料とネットワーク情報資源からなる図書館情報資源を検索したり利⽤したりするために、目録データ作成や分
類・件名などの作業が必要となる。そうした作業を情報資源組織化といい、この科目では、その理論と技術について、具体的には、書誌コン
トロール、書誌記述法、主題分析、メタデータ、書誌データの活⽤法等について解説する。また、その技術やルールを理解するために、その
基底をなす原理や考え⽅を学習する。これらの専門的知識の修得により、後期開講科目の情報資源組織演習（目録・分類）で活⽤できる⼒を
⾝につけることの礎とする。

① 情報資源組織化の意義と理論について学ぶ 
② 目録法の基本について学ぶ 
③ 主題分析について学ぶ 
④ 書誌情報の作成の⽅法と実際について学ぶ 
⑤ 情報資源の組織化について学ぶ 

① 資料を組織化することの意味を説明することができる 
② 目録の基礎事項を習得することができる 
③ 分類の基礎事項を習得することができる 
④ 書誌情報の基本を理解し、共同作成の意義を説明することができる 
⑤ 情報資源組織化の意義について説明することができる 

情報資源の組織化を理解するという目標に向かって、指⽰がなくても図書館へ⾏き、⾃ら分類や配架の確認
をすることができる。

時間を要する難しい課題が出題されても、諦めずに最後まで取り組むことができる。

疑問に思ったことを図書館の資料等信頼できる資料群を使って迅速に調べ、客観的に考え、判断することが
できる。

固定観念に捉われることなく、様々な角度から考えることができる。

提出物の中に使⽤されている⽂章が的確に表現さされており、読み⼿にわかりやすい。

⼈の意⾒を確認しながら聞くことができる。

学⽣としてではなく、社会⼈として通⽤する⾔葉遣いと⾏動（授業中におしゃべりしない、遅刻しない、忘
れ物をしない、提出物を期限内に提出する、授業中に携帯を触らない等）ができる。

テキスト：「情報資源組織論」改訂 ⽥窪直規編著 樹村房 2016年 2,000円 
必要に応じて追加資料を配付する。 
参考⽂献：「分類・目録法⼊門（新改訂第6版）―メディアの構成―」 ⽊原通夫，志保⽥務著 第⼀法規 2020年 2,100円 

他科目との関連：図書館司書に関する科目全て 
資格との関連：図書館司書 

図書館や書店へ⾏き、本や雑誌がどのように置
かれているか注意して⾒ること。 
公共図書館や⼤学図書館をよく利⽤し，OPACや
配架について理解を深めておくこと。 

遅刻・⽋席は、３回で１回の⽋席となる。 
6回以上の⽋席は０(放棄)判定となる。 
⽋席した場合でも課題提出は必須です。課題内容を聞きに来て、必
ず指定された期限までに提出すること。期⽇に遅れた場合は受け取
らない。 



40 2回（1回20点）の⼩テストの点数の合計で判定する。 
・1回目8週目の授業 
・2回目15週目の授業 

50 課題提出（授業の中で集める。期⽇に遅れた場合は受け取らない。） 
テーマ「分担目録作業と書誌ユーティリティの概要と課題及び最新の動向」 
分量Ａ４ 、1枚 
期限は9週目の授業まで 
評価ポイント 
・広く調べて、⾃分なりの⾔葉でまとめている。 
・テーマの重要な点と最新動向を踏まえている。 

「主体性」⾃ら知識を深める姿勢・⾏動ができる。 
「実⾏⼒」⾃⼰の学修目標を設定して、その達成に向けて努⼒することが
できる。 
「課題発⾒⼒」資料を組織化する意義を知り、図書館で⾏われる実務を想
像することができる。 
「創造⼒」学んだ知識を活⽤し、情報資源組織化の専門⽤語を⾃分の⾔葉
で説明することができる。 
「発信⼒」課題レポートが論理的で、読み⼿にわかりやすい。 
「傾聴⼒」相⼿の意⾒に対して、効果的な質問を通して理解を深めること
ができる。 
「規律性」⽋席、遅刻をしない。期⽇までに提出物を出すことができる。 
※上記の７項目は主体性を重視し、全体を通して総合的に評価する・・・
10点 

S評価 
⼩テストで9割以上解答できている。レポートのポイントを全て達成しており、論
理的かつクリティカルな思考で記述している。学修態度にある７項目が達成できて
いる。 
A評価 
⼩テストで8割以上解答できている。レポートのポイントを全て達成している。学
修態度にある７項目のうち、6項目以上が達成できている。 

B評価 
⼩テストで７割以上解答できている。レポートのポイントを1つ以上達成
している。学修態度にある７項目のうち、5項目以上が達成できている。 
C評価 
⼩テスト6割以上解答できている。レポートのポイントを1つ以上達成し
ている。学修態度にある７項目のうち、4項目以上が達成できている。 



オリエンテーション 
情報資源組織の目的・意義
と概要 

講義と質疑応答 
リアクションペー
パーの質問や疑問
点に対して授業の
中でフィードバッ
クする。

（予習） 
教科書ｐ1〜15に目
を通す。 
（復習） 
授業の要点をノート
にまとめる。 

ネットワーク情報資源
についての組織化を理
解することができる。

（予習・復習） 
教科書ｐ89〜95に
目を通す。これまで
授業で学んできた内
容を読み返し、重要
部分を再度確認する 

メタデータについて理
解することができる。 
講義前半のまとめ⼩テ
スト実施 

（予習・復習） 
教科書ｐ77〜88
に目を通す。 

コンピュータによる目
録作業を説明すること
ができる。

（予習） 
教科書ｐ63〜76
に目を通す。 

目録法の新たな動向を
理解することができる

（予習） 
教科書ｐ51〜62
に目を通す。 

⽇本目録規則の特徴や
規定を知ることができ
る。

（予習） 
教科書ｐ42〜50
に目を通す。 

書誌記述の標準化と必
要性を説明できる。 
目録法の歴史を理解す
ることができる。 

（予習） 
教科書ｐ29〜41
に目を通す 
 

目録法と目録規則につ
いて理解することがで
きる。

（予習） 
教科書ｐ16〜28
に目を通す。 

90 主体性 
実⾏⼒ 
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 
傾聴⼒
規律性 

目録と目録法の意義 
目録法と目録規則 

講義と質疑応答 
リアクションペー
パーの質問や疑問
点に対して授業の
中でフィードバッ
クする。

18
0

主体性 
実⾏⼒ 
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 
傾聴⼒
規律性

書誌記述とその標準化 
標目とその標準化 
目録法の歴史 

講義と質疑応答 
リアクションペー
パーの質問や疑問
点に対して授業の
中でフィードバッ
クする。

18
0

主体性 
実⾏⼒ 
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 
傾聴⼒
規律性

⽇本目録規則 
・特徴と構成 
・書誌階層と書誌単位 
・記述と標目 
 

講義と質疑応答 
リアクションペー
パーの質問や疑問
点に対して授業の
中でフィードバッ
クする。

18
0

主体性 
実⾏⼒ 
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 
傾聴⼒
規律性

目録法の新しい動向 
・FRBRとRDA 
・⽇本目録規則2018年版

講義と質疑応答 
リアクションペー
パーの質問や疑問
点に対して授業の
中でフィードバッ
クする。

18
0

主体性 
実⾏⼒ 
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 
傾聴⼒
規律性

オンライン閲覧目録 
MARCと分担目録作業 

レポート課題出題 
講義と質疑応答 
リアクションペーパー
の質問や疑問点に対し
て授業の中でフィード
バックする。 

18
0

主体性 
実⾏⼒ 
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 
傾聴⼒
規律性

電⼦資料の記述とメタデー
タ 
 

講義と質疑応答 
リアクションペー
パーの質問や疑問点
に対して授業の中で
フィードバックす
る。 

18
0

主体性 
実⾏⼒ 
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 
傾聴⼒
規律性

インターネット上の情報資
源のメタデータ 
⼩テスト実施

⼩テスト 
⼩テストの解答と
説明を授業の中で
フィードバックす
る。 
講義と質疑応答

24
0

主体性 
実⾏⼒ 
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 
傾聴⼒
規律性

情報資源組織化の目的
と意義を理解すること
ができる



主題組織法 
・分類法と件名法 
・⾃然語と統制語 

主題によって、情報資
源を組織化する意義と
その⽅法、仕組みにつ
いて理解することがで
きる。

（予習） 
教科書ｐ96〜107
に目を通す。 

講義と質疑応答 
リアクションペーパー
の質問や疑問点に対し
て授業の中でフィード
バックする。 
 
レポート課題提出 

分類について理解し、
さらに分類法の意義や
その種類について理解
することができる。

（予習） 
教科書ｐ108〜
116に目を通す。 

講義と質疑応答 
提出レポートの総
合評価をフィード
バックする。

書誌コントロール意義
と歴史及び最近の動向
について理解する。 
講義後半のまとめ⼩テ
ストを実施 

（予習・復習） 
教科書ｐ167〜179に
目を通す。これまで授
業で学んできた内容を
読み返し、重要部分を
再度確認する。 

統制語意表であるシ
ソーラスと件名標目表
について理解すること
ができる。

（予習） 
教科書ｐ151〜
166に目を通す。 

⾃然語と統制語の違い
と統制語意表について
理解することができ
る。

（予習） 
教科書ｐ142〜
150に目を通す。 
課題 

分類作業のプロセスと
分類規程の内容につい
て理解することができ
る。

（予習） 
教科書ｐ130〜
141に目を通す。 

⽇本⼗進分類法につい
て理解することができ
る。

（予習） 
教科書ｐ117〜
129に目を通す。 

18
0

主体性 
実⾏⼒ 
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 
傾聴⼒
規律性

分類法 
・分類の基本原理 
・分類法の意義 
・分類法の種類 

18
0

主体性 
実⾏⼒ 
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 
傾聴⼒
規律性

⽇本⼗進分類法 
・概要と構成 

講義と質疑応答 
リアクションペー
パーの質問や疑問
点に対して授業の
中でフィードバッ
クする。

18
0

主体性 
実⾏⼒ 
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 
傾聴⼒
規律性

分類作業と分類規程 講義と質疑応答 
リアクションペー
パーの質問や疑問
点に対して授業の
中でフィードバッ
クする。

18
0

主体性 
実⾏⼒ 
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 
傾聴⼒
規律性

⾃然語と統制語 
・⾃然語と統制語の特徴と
必要性 
・統制語意表 

講義と質疑応答 
リアクションペー
パーの質問や疑問
点に対して授業の
中でフィードバッ
クする。

18
0

主体性 
実⾏⼒ 
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 
傾聴⼒
規律性

シソーラスと件名標目表 講義と質疑応答 
リアクションペー
パーの質問や疑問
点に対して授業の
中でフィードバッ
クする。

18
0

主体性 
実⾏⼒ 
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 
傾聴⼒
規律性

書誌コントロールの意義と
歴史 
・⼩テスト実施 

⼩テスト 
講義と質疑応答 
⼩テストの解答と
説明を授業の中で
フィードバックす
る。

24
0

主体性 
実⾏⼒ 
課題発
⾒⼒ 
創造⼒ 
傾聴⼒
規律性


